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【企画趣旨】 

 インクルーシブ教育の展開に伴い、学習面に困難を有す

る児童への早期予防的支援の充実が求められている。小学

校では、ひらがな文字、漢字、読解と多様な読み書きスキ

ルの習得が求められる。そのため、各発達段階に応じて読

み書きスキルを評価し、それに応じた支援を行う必要性が

ある。小池ら(2017)は、東京都教育庁の委託研究により児

童一人ひとりの実態を把握し、指導・支援につなげる「読

み書きアセスメント」の開発を行った。本アセスメントは、

読み書きスキルの習得状況と指導課題を明らかにするため

に用いることが、期待される。特に通級指導教室の中では、

読み書きは中心的な指導課題の 1 つであると指摘できる。 
これより、通級指導教室の児童における読み書きスキル習

得の状況や読み書きスキルに応じた支援に関する議論が必

要であろう。 
本シンポジウムでは、1 題目に「読み書きアセスメント」

の概要と背景について話題提供いただき（小池敏英氏・緒

方直彦氏）、2 題目に通級指導教室を利用する小学 2 年生の

読み書きスキルの習得状況について話題提供を行う（中知

華穂・雲井未歓氏）。3 題目に通級指導教室における読解に

関与する読み書きスキルの習得状況とその支援についてお

話いただく（成田まい氏）。最後に指定討論では、学校教育

場面における読み書き学習の評価と支援の課題いついてご

発言いただく（須藤史晴氏）。 
 
【話題提供者の趣旨】 

1. 『読めた』『わかった』『できた』読み書きアセスメント

の概要           小池敏英・緒方直彦 

 本アセスメントは、彌永ら(2017)、中村ら(2017)、Sato et 
al.(2017)、瀧元ら(2016)、Onda et al.(2015)、中ら(2014)
の基準値により、ひらがなの読み、漢字の読み書き、読解

などを含めた多様な読み書きスキルの習得状況を把握でき

るものである。本アセスメントでは、「通常学級でのアセス

メント」と「通級による指導でのアセスメント」の 2 つに

分かれており、「通級による指導でのアセスメント」では、

学習上のつまずきの背景となるスキルを評価するためのテ

ストが入っている。漢字単語の読み書きの低成績や文章読

解の低成績に関与する聴覚記憶などのスキルの習得状況を

把握し、通級における指導課題を明確にすることができる。

また、これらのアセスメント結果に対応した支援方法や学

習支援教材も用意されており、児童の実態把握から、指導・

支援を一貫して行えるツールとなっている。 
本話題提供にあたっては、この「読み書きアセスメント」

の概要について報告する。 
 

2．通級指導教室を利用する小学 2年生の読み書きスキルの

習得状況           中 知華穂・雲井未歓 

 通常学級における小学 2 年生では、読み書きスキルの低

成績の重複が、漢字単語の読み書き習得に関与することが

指摘されている(中ら,2014)。一方、通級指導教室を利用す

る児童においても、これらのスキルの弱さが読み書きの低

成績を反映している可能性が高い。しかしながら、通級指

導教室を利用する児童の読み書きスキルの習得の状況につ

いては、明らかとされていない。そこで本報告では、通級

指導教室を利用する小学 2 年生を対象に「読み書きアセス

メント」を実施した結果を報告する。特に、通常学級にお

ける読み書きスキルテストの結果と、通級指導教室の児童

の結果を比較し、通級指導教室における読み書きスキル低

成績の特徴について話題提供を行う。 
 
3．通級指導教室における読解（要点理解）低成績の背景と

その支援                成田 まい 

 小学校中高学年になると、ひらがなや漢字の読み書きは、

低成績を示さないが、読解、特に文章の要点を理解するこ

と（以下、要点理解）に弱さを示す者の存在が指摘されて

いる（Sato,2017）。通級指導教室においても要点理解に弱

さを有する児童の存在が予想されるが、その特徴や背景要

因については明らかとされていない。そこで本報告では、

通級指導教室利用児童の要点理解の弱さとその背景となる

読み書きスキルの習得の特徴について話題提供する。次い

で、通級指導教室を利用する児童を対象に要点理解を促進

するためのトレーニングを行った結果について報告する。 

 
【指定討論者の趣旨】            

須藤史晴 

通級指導教室において、読み書き支援行う際の留意点や課

題について議論を行う。 
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